
明
治
初
期
の
肥
前
地
域
に
お
け
る
藩
札
整
理
状
況

i
ー
ー
旧
佐
賀
藩
札
を
中
心
と
し
て

l
i
i

長

里子

自

次
は

じ

め

に

新
貨
幣
と
藩
札
の
交
換
状
況

租
税
上
納
、
費
付
金
返
済
な
ど
に
よ
る
藷
札
剖
収
の
様
相

四

む
す
び
に
か
え
て

は

じ

め

に

開
明
治
初
年
に
お
け
る
患
部
地
域
の
藩
札
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
若
干
検
討
し
て
き
〈
加
。
一
八
六
九
年
に
の
金
札
が
佐
賀
落
で

発
行
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
ま
で
藩
札
の
発
行
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
小
城
藩
も
金
札
を
発
行
し
た
。
こ
れ
ら
は
戊
炭
戦
争
に
伴
う
戦
費

の
鵠
違
と
財
政
補
填
の
た
め
に
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
器
財
政
の
披
綻
の
現
わ
れ
で
も
あ
っ
た
。

維
新
政
府
に
と
っ
て
は
、
膨
大
な
藩
札
の
整
理
が
統
一
的
貨
幣
制
度
を
樹
立
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
新
貨
条
例
を
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制
定
し
て
統
一
的
貨
幣
制
度
を
打
ち
出
し
た
が
、
こ
れ
に
は
太
政
官
札
や
議
札
な
ど
を
臨
収
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
な
か
で

も
落
札
は
藷
割
拠
体
制
の
象
徴
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
整
埋
な
し
に
は
統
一
的
一
汀
政
休
館
が
容
易
に
実
態
化
し
な
か
っ
た
。
罷
務
賀

県
に
際
し
て
、
政
府
は
藩
札
の
回
訳
政
策
と
し
て
箆
藩
持
の
議
札
倒
格
を
新
貿
と
の
交
換
比
備
と
す
る
方
針
を
出
し
た
が
、
こ
れ
は
銀

札
発
行
地
域
で
は
麓
々
な
混
乱
を
伴
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
若
干
考
察
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
、
交
換
比
価
の
決
定
以
後
に
お

け
る
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
状
況
の
解
明
が
主
に
な
る
の
で
、
ま
ず
こ
の
点

に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
ま
た
、
藩
札
の
悶
収
は
新
貨
と
の
交
換
だ
け
で
な
く
、
租
税
上
納
や
資
付
金
返
済
、
不
用
官
有
物
払
下
代
金

取
立
な
ど
に
よ
っ
て
も
行
わ
れ
た
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
お
こ
う
。
な
お
、
新
貨
と
の
交
換
に
お
い
て
は
、
藩
札
で
新

一
躍
以
上
五
銭
未
満
の
も
の
は
押
印
で
済
ま
し
、
後
日
新
貨
と
交
換
す
る
政
策
を
政
府
は
と
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
押
印
状
況
の
検
討
も

必
要
で
あ
ろ
う
。

校
(
1
)
(
2
)

拙
稿
「
明
治
初
年
の
務
札
の
一
考
抑
制
M
i
l
l肥
前
地
域
に
つ
い
て
i
i
!」
(
「
佐
賀
大
学
経
済
論
集
」
第
二
十
三
巻
二
号
、
一
九
九

O
年
七

問
け
て
隠
「
明
治
初
期
に
お
け
る
漆
札
絞
籾
の
一
考
祭
i
i
s交
換
比
価
決
定
の
様
相
i
」
(
「
佐
焚
大
学
経
済
論
集
」
第
二
十
三
巻
三
号
、
九

九
O
年
十
…
月
)

新
賞
幣
と
藩
札
の
交
換
状
況

下
渡!日
願藩
h 札
にと
は新
、本し
次と
のの
よ交
う換
には
あ(ー
るよ!¥
。七

月

日
か
ら
四
月
十
七
自
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
る
。
吋
旧
藩
之
紙
幣
交
換
ニ
付
テ
諸
費
御

金
五
千
八
苦
九
拾
九
円
四
拾
八
銭
剖
庫

右
之
週
明
治
六
年
一
一
一
月

日
ヨ
リ
間
四
月
十
七
日
マ
テ
旧
議
之
製
造
紙
幣
交
換
ニ
付
、
紙
幣
検
査
井
押
印
焼
却
等
之
諸
費
繰
換
相
渡
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寵
別
紙
明
細
桜
之
通
相
違
無
之
候
条
、
お
金
印
下
渡
被
下
度
鍛
也

明
治
六
年
五
月
廿

佐
賀
県
七
等
出
仕

中
山
王子
四
部

日

Mγ 
SL 

点

継

石

井

邦

猷

大
蔵
省
事
務
総
裁

参
議
大
隈
重
告
殿

交
換
が
済
み
、
そ
の
費
用
五
八
九
九
円
余
の
下
付
を
五
月
二

日
に
願
い
出
て
い
る
が
、
交
換
期
間
を
一
一
一
月

日
か
ら

日
で
あ
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
交
換
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
に
関
す
る
史
料
は
少
な
い
。
こ
れ
は

の
役
」
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

八
七
四
年

明治初期の肥前地域におけるi剤、し鐙波状況

の

八

七

の

役

」

は

、

佐

賀

県

内

に

大

き

な

影

響

を

与

え

た

が

、

熊

庁

も

戦

乱

場

に

な

っ

た

こ

と

か

逸
し
た
。
政
府
の
藩
札
交
換
状
況
の
報
告
指
示
に
対
し
て
、
紙
幣
寮
に
「
旧
藩
製
造
紙
幣
押
印
済
員
数
書
類
御
下
渡
之
義
ニ

し
て
、
次
の
よ
う
な
書
類
を
提
出
し
て
い
る
。

一
一
月
の

と

旧
器
製
造
紙
幣
之
内
、
新
貨
価
五
銭
未
満
腫
以
上
押
印
之
上
再
発
行
之
分
諸
上
納
之
康
江
収
入
之
分
モ
其
保
上
納
可
取
計
、

小
名
之
札
稀
少
ニ
前
人
員
百
周
取
遺
上
一
一
於
テ
琵
支
候
様
一
一
問
主
不
都
合
ニ
付
、
其
辺
注
意
管
下
景
況
ニ
寄
、
銀
銅
貨
井
新
札
等
之

内
ヲ
以
御
引
替
之
御
趣
意
ニ
付
、
右
之
分

Z
尚
取
調
上
申
候
様
僻
布
達
之
処
、
出
懸
之
義
主
先
般
賊
徒
暴
挙
之
節
帳
簿
紛
失
、
右
員

数
等
難
取
調
候
問
、
先
般
検
査
権
劫
中
村
義
心
当
県
出
張
之
節
、
押
印
員
数
井
其
後
願
済
押
印
之
分
共
指
出
寵

ω
一
一
付
、
泰
一
僻
寮
江

御
控
議
類
司
有
之
張
問
、
笠
(
地
当
儒
出
張
所
詰
官
閃
貝
殻
出
候
一
一
付
、
暫
時
御
下
渡
御
座
候
様
、
此
度
在
候
得
主
写
取
、
耕
地
主
十
一
圧
廼

付
、
此
設
奉
願
候
告

次
第
右
見
込
之
上
、
本
省
へ
上
申
可
仕
心
得
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れ

た

が

こ

盟
以
上
一
九
銭
未
満
に
相
当
す
る
藩
札
に
押
印
し
再
発
行
が
な
さ

な
が
ら
、
こ
の
書
類
は
「
佐
賀
の
役
」
の
戦
乱
に
よ
っ
て
紛
失
し
て
い
る

と
し
、
検
査
官
が
来
県
し
た
折
に
提
出
し
た
審
類
を
写
し
取
り
、
そ
れ
を
上
申
し
た
い
と
し
て
い
る
。
「
佐
賀
の
役
」
に
よ
っ
て
関
係
書

の
提
出
が
求
め
ら
れ
た
こ
と

こ
れ
は

J¥ 
七

自
付
の
書
類
で
あ
る
。
藩
札
交
換
で

42 

績
が
散
逸
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。

佐
賀
藩
札
と
新
資
の
交
換
は

J¥ 
七

月
一
自
よ
り
四
月
十
七
日
ま
で
行
わ
れ
た
が
、

そ
の
間
の
状
況
を
綴
つ

賀
の
役
」
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
こ
と
は
、
前
記
紙
幣
寮
へ
の
願
い
に
も
出
て
い
る
が
、

も
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

八
七
四
年
六
月
の
「
紙
幣
交
換
之
義
ニ
付
上

と
す
る
紙
幣
寮
へ

当
県
所
轄
旧
藩
造
紙
幣
交
換
押
印
取
行
候
場
所
始
卒
業
之
月
日
弁
取
扱
人
名
五
銭
未
満
厘
以
上
押
印
流
通
内
詩
書
可
差
出
旨
制
御
遠
山
一

付
、
精
t
取
調
候
得
共
、
本
年
二
月
暴
挙
之
節
、
諸
犠
簿
紛
乱
伺
分
調
方
行
届
兼
候
、
尤
悶
藩
之
紙
幣
交
換
調
書
芥
御
買
上
諦
欝
之

内
へ
交
換
押
印
流
通
高
各
種
仕
訳
始
卒
業
月
日
弁
追
引
換
等
詳
細
諮
問
載
致
、
明
、
治
六
年
七
八
月
頃
両
度
ニ
大
蔵
省
へ
進
達
致
寵
外
趣

候
問
、
右
帳
簿
写
取
之
義
、
先
般
東
京
出
張
詰
官
員
共
へ
ニ
付
、
出
来
次
第
右
帳
簿
ニ
基
キ
夫
t
調
査
之
上
可
申
上
候
得

共
、
不
取
敢
比
段
申
上
M
H

也

期
間
、
取
り
扱
い
人
名
、

八
月
頃
に
は
潜
札
交
換
押
印
取
り
扱
い
場
所
、
交
換

五
銭
米
満
押
印
内
訳
書
な
ど
を
大
蔵
省
に
提
出
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
藩
札
と
新
賓
と
の
交
換
に
関

し
て
詳
細
な
書
類
が
大
蔵
省
に
提
出
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
佐
賀
県
は
政
府
の
指
示
に
基
づ
い
て
藩
札
の
整
理
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
、

こ
こ
に
も
出
て
い
る
。

の
投
」
に
よ
っ
て
帳
簿
が
紛
失
し
た
と
し
て
い
る
が
、

八
七
三
年
七
、

こ
の
よ
う
に
、
佐
賀
熊
内
の
議
札
と
新
貨
と
の
交
換
状
況
に
関
す

ず
し
も
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
以
下
若
干
の
検
討
を
し
て
お
こ
う
。

さ
き
に
藩
札
の
う
ち
で
、
朱
、

「
佐
賀
の
役
」
で
紛
失
し
、

そ
の
た
め
の
交
換
状
況
は
必

と
こ
ろ
で
、

一
朱
の
小
額
札
は
流
通
度
が
高
く
、
摩
滅
し
損
耗
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
分
を
新
札



明治初期の肥前地域における落札援壊状況

(明治6年2月)

交 換 綴 内 訳 交 換 額 内 訳

1，金9，779阿l分 右ハ珍佐賀:E$11月 1，金333河2分2朱 右ハ藤津郡方士主毎日ヨ壬

内 朔日ヨリ同12月燃臼 F宝 中11月6日ヨリ問8

弐朱札68，143枚
迄引換商

弐朱札2，376枚 日迄ヲi換高

壱朱札20，182枚 菅井ミ札382枚

外 タト

Jlj~札 8 両日米 腕札6阿l分

内 内

弐朱札61枚 弐朱札49枚

壱朱キし7枚 壱朱キL2枚

1 ，金188潟 1 分 l~長 右ハ神埼君[i回途!京ニ 1.金1，101爾2朱 右ハ松浦郡伊万箆ニ

内 オヰテ:EICわ11月朔尽 内 オヰテ:Ei'Jヨ11月10日

弐朱札1，231枚
ヨリ|弓3臼迄号|換筒

弐米中L7，183枚
ヨリ同12臼迄引換i議

壱朱札551札 を朱札3，252枚

タト 内

続札35そ1朱 弐朱札70，933枚

!メヨ 壱朱札24，567枚

弐朱札24枚 外
右ハ贋札ニイ寸断裁ニ

を米札l枚 贋札18間3分39長
イすス

内

弐朱本L145枚

壱米中L13枚

|換瀦雪量 1

と
引
き
換
え
る
こ
と
に
し
た
が
、

」
れ
に
つ
い
て
は
一
八
七

月
に
は
引
き
換
え
が
終
っ
て
い
る
。

う大
に蔵
作省
成へ
さ届
れけ
て出
いる
るi案
。カま
次
の
よ

大
蔵
省
江
藤
案
伺

第十号)よりf宇成。

一
見
佐
賀
藩
製
造
預
金
札
弐
朱
壱

朱
之
内
、
損
札
之
分
引
換
方
及

施
行
外
処
、
別
紙
之
通
引
換
金

高
壱
万
千
四
吉
弐
隠
弐
朱
之
外

一
一
贋
札
八
一
向
三
歩
一
一
一
朱
も
有
之

M
H

付
、
右
舷
札
之
分
ハ
断
裁
ニ

致
シ
、
引
換
札
之
義
ハ

主主i131¥i巡遂J(呼j治六年問一月到二月

ノレ

月
御
布
告
之
宮
ニ
依
リ
御
省
官

員
追

t
当
県
出
張
之
上
栴
納
可

申
候
、
因
テ
引
換
一
一
付
開
之
諸

費
金
五
千
弐
円
九
拾
五
銭
制
御
下

渡
被
下
度
、
入
費
小
訳
帳
相
添

此
段
奉
願
候
也
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元佐望号滋製造余銀札ヲi替入資小訳

ヲi 換 人 引検場所 引換期間 ヨ! 換 1Y 

仁pJ己寺子}一長一郎)佐賀商人) 
担11埼君日悶透涼

:[1や10月30日 6円25銭(1人向 1862銭

内野伊ニ虫r5 / 1可 と ~向11fl4日 5康)

中元秘一郎)向 藤i:tl:郡塩EIl， 壬ゆ11月5日
12内50銭(河上j

内野9'=三郎 松浦君rH~万原 ~河14日

総川八兵衛 日遼j浪商人 問上
:[Fが11月 1臼

2内(1fi1 JlJ:) 
~河 3日

光武徳次郊 場[!Ilj!寄人 1"司1:
受取11fl6日

2円(同[-.)
~向 8日

松尾滋ト 伊万i.!Il.商人 1"'1上
':EIわ11fl10日

2月(湖上)
~向12日

仁1"光寺子{安当直15 ) 資 壬ヰ"11月 18 
佐商人 向上

~向12月 1Eヨ
15円(1人当 l内25銭)

小沼Ef'蔵

中元寺子辰一郎 佐賀言語人 向上 308 
7河30銭(宿:¥"i30f=1分 18 
宛25銭)

松尾貞志 伊万里総人 同 I二 5円70銭

事長 1 

明
治
六
年
ニ
月

44 

井

邦

猷

井
上

主
ノレ

と
あ
る
。

朱

朱
金
の
う
ち
一
万
四

O
ニ
両
余
が
引
き
換

え
ら
れ
た
留
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
贋
札
も
八
袴
余
り
出
て
い

る
旧
藩
札
の
引
き
換
え
は
溜
人
を
用
い
て
行
わ
れ
た
が
、

一
朱
札
の
引
換
状
況
を
み
る
と
表

1
、

2
の
よ
う
で
あ
る
。
引 朱

第十号)より作成。

換
頼
九
万

問
。
二
両
一

分
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
九
七
七
九

隠
は
佐
賀
城
下
町
噌
で

九
八
七

年
十

月

日
か
ら
間
年
十

ニ
月
一
日
ま
で
の
期
間
に
引
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
殆
ん
ど
が

佐
賀
城
下
町
で
の
引
き
換
え
で
あ
る
。
し
か
し
、
紳
埼
郡
目
達

原
、
藤
津
郡
塩
田
、
松
浦
郡
明
万
里
で
も
引
き
換
え
ら
れ
て
お

朱
、
一
朱
の
小
額
藩
札
が
流
通
し
て
い

li r符手iJi主迷I(明治六年E1…月日u-二月

り
、
佐
賀
藩
領
内
に

た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
か
で
も
伊
万
里
で

一
O
一
一
向
の
引
き

換
え
で
総
額
の
一

O
%相
当
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
伊
万
里

が
陶
舷
器
流
通
の
移
出
入
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
反
映
し
て
い
る
。

小
額
藩
札
の
流
通
が
全
領
域
内
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

藩
札
が

の
中
に
大
き
な
位
農
を
占
め
て
い
た
こ
と
を



一
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
引
換
唯
一
刑
務
は
商
人
が
行
っ
て
お
り
、
表

2
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
。
静
埼
郡
日
達
原
に
は
佐
賀
商
人
、
藤
津
郡

塩
田
、
松
浦
郡
伊
万
里
に
は
佐
賀
商
人
と
地
元
高
人
が
引
き
換
え
に
従
事
し
て
い
る
。
期
間
は

二
朱
、
一
朱
の
小
額
札
の
山
引
き
換
え
は
、
佐
賀
祭
下
回
か
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
表
2
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
旧
佐
禦
城

下
町
、
紳
埼
郡
田
達
原
、
藤
津
郡
梅
田
、
松
浦
郡
伊
万
患
で
山
引
き
換
え
が
行
わ
れ
て
い
た
。
出
佐
賀
城
下
町
で
は
一
八
七
二

一
か
月
間
に
わ
た
っ
て
い
る
。

J¥ 
七

一
月
中
で
あ
っ
た
。

丹

一
告
か
ら
十
二
月
一
日
ま
で
で
あ
り
、

の
中
心
地
で
あ
り
、
政
治
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と

明治初期の胞自立地域における滋札整理状況

か
ら
引
き
換
え
額
も
九
七
七
九
一
拘
と
全
引
き
換
え
額
の
九
割
近
く
が
こ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
。
弐
朱
札
六
万
八
一
四
一
一
一
枚
、
壱
朱
札
一

万
一
八
二
枚
と
枚
数
に
お
い
て
も
多
い
。
次
い
で
多
い
の
が
伊
万
里
で
あ
る
。
陶
磁
器
輸
出
港
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
経
済
金
融
活
動
も

活
発
で
あ
っ
た
。
引
き
換
え
額
一
一

O
一
両
で
弐
朱
札
七
一
八
三
枚
、
壱
朱
札
一
一
一
一
一
五
二
枚
と
あ
る
。
旧
佐
賀
城
下
町
ほ
ど
で
な
い
が

比
較
的
引
き
換
え
設
も
多
い
。
塩
出
は
佐
賀
藩
支
藩
の
蓮
地
譲
領
に
あ
り
、
長
鯖
街
道
の
宿
場
や
河
港
と
し
て
栄
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
塩
悶
が
引
き
換
え
場
所
と
し
て
選
定
さ
れ
た
と
み
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
一
二
三
三
両
、
弐
朱
札
二
一
二
七
六
枚
、
壱
朱
札
五
八

ほ
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
経
済
力
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
達
原
は
長
崎

枚
が
引
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

の
一
一
一
分
の

街
道
の
日
連
原
諸
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
引
き
換
え
場
所
と
な
っ
た
と
み
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
引
き
換
え
額
は
少
な
く
て
一
八
八

両
で
あ
り
、
弐
朱
札
枚
、
壱
朱
札
五
五
一
枚
で
あ
る
。
-
塩
田
・
自
達
原
で
は
、
引
き
換
え
期
間
は
こ

1
一

一

告
で
あ

の
一
月
間
と
比
べ
る
と
短
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
し
て
、
出
佐
賀
城
下
町
叫
が
貨
幣
流
通
の
中
軸
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
引
き
換
え
業
務
に
従
事
し
た
者
は
表
2
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
蕗
人
で
あ
り
、
佐
賀
商
人
が
中
心
に
な
っ
て

い
る
。
中
一
見
寺
伊
吉
二
郎
、
山
田
臣
蔵
、
中
光
寺
辰
一
部
が
佐
賀
で
は
一
か
月
間
引
き
換
え
業
務
に
携
わ
り
、
中
元
寺
民
一
部
と
内
野

伊
三
郎
は
由
連
原
、
塩
田
、
伊
万
里
に
出
張
し
て
い
る
。
山
引
き
換
え
場
所
は
「
引
換
所
申
付
候
ニ
付
宿
賃
」
と
自
達
原
商
人
亀
川
八
兵

衛
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、
商
人
宅
で
行
わ
れ
て
い
る
。
塩
聞
で
は
塩
田
商
人
光
武
徳
次
郎
、
伊
万
里
で
は
伊
万
里
商
人
松
尾
嘉
十

日
一
人
六
十
二
銭
五
麗
宛
」
と
あ
る
。
こ
の
頃
の
米
価
は
十
一
丹
初
旬
で

り宅
が
引
換
所
と
な
っ
て
い
る
。
引
換
賃
金
は
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カf

に
つ
き
ょ
米
二
円
七
二
銭
七
厘
、
中
米
二
円
六
八
銭
、
下
米
円
六
回
銭
で
あ
り
、
ほ
ぽ
米
間
斗
に
相
当
し
た
。

こ
の
よ
う
に
損
耗
札
と
磨
滅
札
の
引
き
換
え
が
行
わ
れ
た
が
、
小
額
藩
札
な
か
で
も
一
朱
札
、
ニ
朱
札
と
交
換
の
損
耗
度
の
強
い
も

の
の
交
換
が
ま
ず
行
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
離
の
札
の
使
用
頻
度
が
高
か
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
頼
度
に
耐
え
る
だ
け
の
質
で
な
か
っ
た
こ

46 

と
に
由
来
す
る
。
預
金
札
が
如
何
に
急
造
品
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
財
政
補
填
的
に
製
造
さ
れ
た
か
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
れ
は
他
面
か

ら
み
れ
ば
、
藷
札
が
旧
佐
賀
藩
領
域
内
で
は
基
軸
通
貨
と
し
て
流
通
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
銭
貨

よ
り
も
藩
札
が
人
々
の
間
で
は
運
舟
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
に
も
出
て
い
る
。
銭
相
場
が
な
い
と
佐
賀
県
は
銀
札
と
新
貨
の
交
換
比

価
設
定
で
申
し
出
で
た
が
、
こ
れ
は
小
額
藩
札
の
流
通
状
、
況
か
ら
し
で
も
根
拠
の
あ
る
主
張
で
あ
っ
た
。

一
八
七
二
年
十
丹
ニ
臼
に
佐
賀
県
は
落
札
に
押
印
す
る
押
印
章
の
下
付
を
願
い
出
た
。

印
議
御
下
渡
願

藩
札
押
印
章
一
二
十
五
頼

片
山
閉
山
卒

川
引
い
が
三
ω

ロ

右
藩
、役二

ユ王手

格
幣
之
内

雲ノレ
五弐
銭匁
米札
満

札壱
押匁
印礼
用

五

分

札

二

分

札

種
五
頼
宛
被
相
渡
宕
御
達
ニ
付
、
書
載
之
週
一
苅
佐
賀
藩
之
分
御
渡
可
有
之
候
也

-
T
L
 

，，ノ，
A

ノ
zゆか
1

一
一
分
札

〆
七
種

壬
申
十
丹
二
日

佐
賀
県
権
参
事
伴
正
富
(
印
)

井
上
大
蔵
太
輔
殿

札
を
新
貨
問
銭
と
し
て
実
際
は
押
印
を
し
た
。

藩
札
押
印
に
よ
っ
て
新
貨
流
通
の
促
進
を
計
っ
た
が
、
こ
れ
は
一
一
一
匁
札
が
新
貨
で
四
銭
四
鹿
余
と
い
う
比
価
で
あ
る
。
一
二
匁

ニ
匁
札
以
下
も
こ
の
比
価
で
押
印
が
進
め
ら

毛

一
匁
が
一
銭
七
鹿
七
毛
に
相
当
す
る
が
、

れ
て
い
る
。

佐
賀
県
は
一
八
七

丹
に
新
貨
五
銭
未
満
の
押
印
の
た
め
の
印
章
の
下
付
を
「
印
章
御
下
渡
願
」
と
題
す
る
書
類
を
提
出
し
た
。



次
の
よ
う
で
あ
る
。

一
見
佐
賀
藩
札
新
寅
五
銭
未
満
押
印
之
分

三

匁

札

弐

匁

札

菅

匁

札

八

分

札

元
唐
津
藩
札
右
同
之
分

四

匁

札

弐

匁

札

壱

匁

札

五

分

札

元
小
城
藩
札
右
向
之
分

半
朱
札

右
之
通
藩
造
椿
幣
小
札
押
印
用
兼
市
御
達
通
リ
一
種
五
頼
宛
御
渡
一
月
被
下
続
、
以
上

五
分
札

一
一
分
札

弐
分
札

五
分
五
鹿
札

明
治
六
年
一
月

佐
賀
県
樺
参
事
笠
貞
継

明治初期のE忠商j地域における落札務理状況

井
上
大
議
大
輔
殿

佐
賀
藩
関
係
で
は
一
一
一
匁
札
か
ら
分
札
ま
で
七
種
、
四
匁
札
か
ら
五
塵
札
ま
で
六
種
、
小
城
藩
は
半
朱
札
一

を
必
要
と
し
た
。
新
貨
と
の
引
き
換
え
準
備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。

一
八
七
一
一
一
年
一
月
二
十
五
日
に
佐
賀
県
権
参
事
笠
貞
継
は
芳
川
紙
幣
頭
に
新
札
一
一
一
十
万
円
の
受
取
証
を
提
出
し
て
い
討
。
こ
れ
ゆ
え
、

佐
賀
県
に
は
新
札
一
一
一
十
万
円
が
間
引
き
換
え
用
と
し
て
下
付
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

新
貨
比
較
で
五
銭
米
満
の
札
に
は
押
印
し
通
吊
さ
す
よ
う
に
し
た
が
、
こ
の
藩
札
が
膨
大
で
あ
っ
た
た
め
押
印
用
具
が
不
足
を
来
た

し
、
佐
賀
県
は
臼
に
押
印
用
具
の
追
加
下
付
を
願
い
此
問
。

の
押
印
章

印
章
制
御
下
渡
一
一
付
願

旧
藩
札
五
銭
米
満
之
小
札
押
印
章
拾
五
頼
宛
最
前
御
下
渡
相
成
M
H

得
共
、
多
分
之
小
札
ニ
浦
押
方
果
敢
取
不
申
、
夫
t
為
小
札
流
融

相
付
兼
、
民
間
日
用
取
遣
方
難
渋
可
致
義
ニ
付
、
今
亦
在
之
通
印
章
御
下
渡
被
下
度
候
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表 3 旧法札交換出張箇所芥:取級官民名護

出張所名 U_~ ~長期限j 111 ~長官民

長崎県管終肥前岡高来郡 i素 早13月12日より同月17日ii;;115等HH十内問雅智， I潟大島弥平

万 向凶同君11 側代 13月8Hより同R10日i主1 1} 1} 1} 

!I 阿国彼料百11 矢 上13m913より同月24日迄 I 1} 1} 1} 

仏:佼保管終第5大ぽl小i元間際 1 3JH日より!司19時 | 時 tB仕掛時， liiJ 慨お兵衛
肥前[調三線1111

41月ej11日1より向1ロ21臼ヨ迄 1} 

/1 第知13)¥:13:1/ノN6 皐仰州問鴻桝航1江バ仁[I 3 Fl21削日より凶附3初0 1} 

l !潟可日隊3佐?焚~認郡

佼側鈎県附管終 第如I附

悶[悶羽佐E裂守君郡1 I 4月l口I臼よりi肉潟l羽6閃;迄主

万 耳435大lざ4ノト13: f'jJ7i堅 13月8段より悶14日iZ 11 

1宮前i認松浦君s 4月6おより!苛13日迄

11 第33大区2小i玄武雄 1 3月間より 4月4臼迄 !I

問国杓おll!1

1} 1} 

/1 1} 

1} 1} 

11 1} 

11 第39大区1小隊鹿島 1 3月8日より問問迄 115開佐野口鰍，向平方議次

問自~n事F幹部 1 31'J28日より H14日迄

!ifi38大刷、仮 綴例 1Hl6日より問問迄 11 !I !I 

戸j回向郡

11 同Iz: 終 'J!l' 1 9月17日より湾26日迄 JI JJ !I 

悶E割問君11

万 第29大限2/J、反腐津 13月12日より 4月5B迄p5'f:出仕上野敬次郎，向久米問

肥前悶松総君日

11 第8大尽3小区佐賀 13月1日より 4月17日迄 115叫仕上山与臥開立川糊

i可隠佐賀郡 呉般的

万 組 佐賀I3月初日より 4月間引 I州仕内問助，間大島弥平
問Iz:悶t's 元町

I主l'Et省巡i主J(1明治;t，!Rr寄託月ヨリ六月迄J)より作成。
・似た雪深詰査本L5銭米i持之分押取回線=3月12日より始紫， 4月13日卒業経fi車交換所抑印
・!日佐語審札五銭未満之分押印際線 3月28Elより始業， 5 FJ 3日卒業， ~主~~押印
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明治初販の肥前地域における落札慈波状況

表 4 D巴前密旧佐賀・小城・唐津各誌寺中し交換弁抑印焼却等係入費勘定

1.金5，977河16銭3厘

此訳

金1，341円16銭21製

内

金1，211河4銭

金30内12銭2康

金1，731内20銭 11璽

内

金邸内20銭 61豆

金1，038円55銭7箆

金400河

金186河18銭

金319円25銭 81重

金1，201円91銭2厘

内

金265円58銭3建

金816内38銭6厘

金119内96銭3鹿

(明治6年 3R 1日から|河年4月17Elまで)

j翠 Jム高内訳

拘1印入焚

是ハ持印字し数7，976，606枚ニ相掛候，機工給料別紙諮

耳文言[j'1;J:之通相i度刻ut庁

是ハ朱肉及腐反1ノト寅物諮入費別紙請取5正言雪之通相j度
女[1斯

御引換入費

支をハ55，470円96銭 71墜ニ紹掛候請負給別紙受取言lE議

之候松波郊斯

楚ハ引換場キし見調ニ{寸緩ノ者給料約紙務取読書」之通

相託宣郊斯

楚ハ交換弁押印;場3ケ所仮官会借料別紙受取証言雪之

遜椴渡郊斯

送ハ右日数小貨物諮入費1JU紙受取証番之通相波立日斯

;是ハ交換高638，517河1銭 9恩ニ相掛候掛震予数料

千円ニ付50銭宛別紙受取欝之通相波女日新

誇逮送井焼絵入費

是ハ:焼捻室長 2ケ所築立関棚取建外諸入費別紙受取証

書喜之通相渡如新

是ハ元金東京{者又肥後熊本ヨリ佐賀迄運総務弁交換

残金検査官長派出向福間祭迄問別紙受取証議之i鼠相
波宮日新

楚ハ伊万里其外各所遂総資別紙受取証言書之遥相波奴

斯

注 f11r省進迷J(明治六笑商五六月)より作成。
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一
回
銭
印
章

拾
頼

50 

弐
銭
七
鹿
間

拾
穎

へ日口百円円

も

T
際
方

お
之
通
十
本
願
候
也

明
治
六
年
四
月
十
五
日

佐
賀
県
参
事
石
井
邦
猷

と
四
銭
、

井
上
大
蔵
大
輔
殿

銭、

銭
の
押
印
用
印
章
の
下
付
そ
願
い
出
て
い
る
。
こ
の
願
い
に
対
し
て
は
「
彫
刻
出
来
次
第
下
渡
可
申
事
」
と
四
月

一
十
八
日
に
大
蔵
大
楠
井
上
馨
名
で
回
答
し
て
い
る
。
小
額
札
の
押
印
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
佐
賀
祭
で
の
押
印
の
方
が

日
に
は
押
印
用
印
章
の
下
付
で
な
く
、
押
印
終
了
の
届
け
を
出
し
て
い
る
。

平
く
進
め
ら
れ
、

佐
賀
藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
は
一
八
七
一
一
月
一
日
か
ら
同
年
四
月
十
七
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
が
、

交
換
に
際
し
て
県
官
が
出
張
し
た
日
程
と
場
所
か
ら
ま
ず
検
討
し
て
お
こ
う
。
表
3
に
あ
る
よ
う
に
、

そ
の
最中3酪
{~~の
、状

矢況
上に
、つ

聞い
遠て
原、

三
反
田
、
伊
万
里
、
武
雄
、
鹿
島
、
嬉
野
、

佐
賀
出
城
下
町
で
交
換
が
仔
わ
れ
、

そ
こ
に
照
宮
が
出
張
し
て
い
る
。

出
張
期
間
同
か
ら
み
て
、
一
一
一
月
一
日
か
ら
四
月
十
七
日
ま
で
の
関
に
交
換
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
出
張
場
所
の
点
で
は
、
出
佐
賀

薄
領
の
主
要
な
所
で
交
換
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
諌
早
は
藩
制
期
に
は
佐
賀
鍋
島
濯
の
親
類
間
関
格
で
あ
っ
た
諌
平
氏
の
窟
所
が

あ
っ
た
所
で
あ
り
、
紳
代
は
佐
賀
藩
家
者
格
の
紳
代
鍋
島
氏
の
館
所
在
地
で
あ
っ
た
。
矢
上
は
藩
制
期
に
は
佐
賀
藩
の
諌
平
氏
の
所
領

で
あ
り
、
長
崎
の
玄
関
口
と
し
て
重
き
を
な
し
て
い
た
。
自
達
原
は
長
崎
街
道
の
憶
が
あ
っ
た
所
で
あ
り
、
日
十
津
江
は
藩
制
期
に
港
町

と
し
て
栄
え
た
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
一
一
反
田
は
山
内
郷
の
交
通
の
要
衝
で
、
藩
制
初
期
に
は
代
官
所
が
置
か
れ
た
所
で
あ
り
、
伊
万

、
武
雄
、
鹿
島
、
嬉
野
、
唐
津
は
藩
制
期
に
お
い
て
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
。

次
に
落
札
交
換
経
費
か
ら
、
変
換
の
様
相
を
検
討
し
て
お
こ
う
。



ま
た
、
新
札
は
東
京
と
熊
本
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
こ
と
が

金
東
京
情
又
肥
後
熊
本
ヨ
リ
佐
賀
迄
運
輸
費
」
が
出
さ
れ
、
こ

の
た
め
の
官
員
派
遣
費
吊
と
し
て
「
御
引
換
元
金
受
取
ト
シ
テ
肥
後
熊
本
ヨ
リ
佐
賀
迄
往
返
旅
費
」
が
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ
て
い
る
こ

明治初j般の組前地域における落札盤環状況

交換資用f$fJ勘定!燦託設問録

1.押印i滅工給料諮取証1間

1.朱肉!滋品ノト貨物諸入資翁取証 1fll} 

1.交換受負給料請取認:1冊}

1.交換とリ札見調ニ付濯給料受取証 l冊

1. i反官舎借料諮取証 1f滑

1.小鼠物代務取証 lfl奇

1.掛E塁手‘数料諮取白Elfflt

し焼却築業立其外入資受取言[1罰}

1.元金東京及肥後熊本ヨリ巡送人足良英外務入授

受取illE1ff1t

1.伊万恩其外各所運送人足災受取訟[1 ffIt 

1. 5Gi役務取ニ付旅焚i度i緩1絞

1.各所出張旅費日当程変最長 1刊号

1.蔵様其外出張諸入授受取証lf時

1.元佐賀落製造金預弐朱-)1ミ損札ヨl慾入費綬1冊

霊祭5

小
城
、
蔚
津
各
藩
札
の
交
換
、
押
印
、
焼

却
に
要
し
た
経
費
の
内
訳
で
あ
る
。
五
九
七
七
丹
余
が
入
費
し

4
は、

た
と
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、

四

円
は
押
印
入
費
で
あ
り
、

主主 r'Ei1守進遼J(明治六炎濁5FJヨリ六月迄)より作成。

押
印
枚
数
は
七
九
七
万
六
六

O
六
枚
に
及
ん
で
い
る
。
膨
大
な

押
印
数
で
あ
る
。
ま
た
、
藩
札
の
交
換
高
は
六
一
二
万
八
五
一
七

円
余
で
あ
り
、
多
額
の
藷
札
が
新
札
と
交
換
さ
れ
て
い
る
。
交

換
に
際
し
て
は
交
換
を
請
負
っ
た
掛
農
に
千
円
に
つ
き
五

O
銭

の
手
数
料
が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
地
の
有
力
寵
人

が
こ
の
交
換
業
務
に
対
応
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
交
換
さ

れ
た
藷
札
は
焼
却
さ
れ
た
こ
と
が
、
「
焼
却
議
一
一
ケ
所
築
立
」
の

し
て

六
五
円
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
。

給
料
請
取
註
」
、

の
裏
付
け
と
な
る
書
類
が
表
5
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
「
押
印
職
工
給
料
請
取
証
」
、
「
交
換
受
負

「
焼
却
設
築
立
其
外
入
費
受
取
証
」
な
ど
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
押
印
と
交
換
が
行
わ
れ
、

と
に
出
て
い
る
。
こ
れ

そ
の
事
務
的
処
理
も
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
窺
え
る
。

交
換
受
詩
人
に
関
す
る
史
料
が
不
明
の
た
め
明
ら
か
で
な
い
が
、
受
請
人
は
各
地
の
有
力
商
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

51 

況
か
ら
推
鴻
さ
れ
る
。

さ
き
の
押
印
状



3己佐焚滋製造紙幣之内五銭以下壱題以上手PE[J済内訳

枚 数 金 室長

1，札数7，953，696枚 室長札

内

札数1，658，737枚 此新笈66，349円48銭 位 1枚銀3匁=4銭

11 1，581，819枚 11 42，709内11銭 3座 11 銀 2匁 7厘

11 1，909，656本文 11 24，825河52銭8墜 11 銀 l匁 1銭3箆

11 1，741，800枚 11 12，192円60銭 11 銀 5分7Il宣

11 1，061，684枚 11 4，246円73銭6箆 11 jl良3分=4E霊

き受6

に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
〉
つ
に

月
一
日
か
ら
四
月
十
七
日
ま
で
の
聞
に
押
印
と
交

52 

換
が
行
わ
れ
押
印
枚
数
は
七
九
七
万
六
六

O
六
枚
に
及
び
、

ま
た
、
交
換
高
も
六
一
一
一
万
八
五

七
円
に
達
し
て
い
る
。

八
七

に
佐
賀
県
は
大
蔵
省
事
務
総
裁

に
藩
札
交
換
な
ど
に

伴
う
財
政
事
務
の
た
め
に
十
五
等
出
仕
十
一
名
を
増
員
す
る
こ
と
を
求
め
た
「
旧
藩
札
交
換

ニ
付
窓
口
奥
増
員
御
届
」
と
題
し
た
書
類
を
提
出
し
た
。
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
(
初
。

旧
落

t
製
造
紙
幣
当
一
二
月
一
自
ヨ
リ
四
月
十
七
日
マ
テ
交
換
及
施
行
投
処
、
其
頃
辛
未
歳

日， rs'1雪進i室J(明治六年発箆五月ヨ I)六月i主)より作成。

入
出
壬
申
歳
出
井
陪
年
十
月
十
一
月
、
庁
費
取
調
会
陪
前
差
出
候
学
問
一
小
叶
一
一
付
、
右
件

ニ
テ
交
換
事
務
相
整
兼
候
一
一
付
、
各
所
引
換
方
派
出
之
為
メ

時
増
員
取
計
候
処
御
間
置
被
下
度
、
此
段
御
届
仕

t
取
纏
中
ニ
テ
在
務
ノ

十
五
等
出
仕
拾

名
右
交
換
期
限
中

候
也明
治
六
年
五
月

佐
賀
原
七
等
出
仕

中
山
平
田
部

笠

貞

縦

井

邦

猷

佐
賀
県
参
事

大
蔵
省
事
務
総
裁

参
議
大
隈
護
活
殿

こ
れ
に
よ
れ
ば
藩
札
交
換
事
務
の
た
め
に
、

一
八
七
一
、

七
二
年
の
県
の
歳
入
出
、
同
年

ト
丹

ート

月
の
庁
費
の
取
諦
べ
事
務
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
藩
札
交
換
に
佐

の
係
員
が
忙
殺
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。



さ
き
に
、
交
換
高
は
七
六
万
一
二

O
O四
月
と
み
た
が
、
実
際
の
交
換
高
は
六
五
万
八
五
一
七
円
で
あ
り
、
約

一
万
円
ほ
ど
が
交
換

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
約
八
五
%
の
交
換
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
基
本
的
に
は
一
一
一
月
一
日
か
ら
四
月
十
七
日
ま
で
の
交

換
で
藩
札
と
新
札
と
の
交
換
は
瀬
調
に
な
さ
れ
た
と
み
れ
る
。

五
銭
以
下
の
押
印
の
状
況
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
佐
賀
藩
札
の
み
の
押
印
枚
数
は
、
表
6
の
よ
う
で
あ
る
。
押
印
枚
数
は
七
九
五

一
一
一
六
九
六
枚
に
達
す
る
が
、
一
一
一
匁
札
が
一
六
五
万
八
千
枚
、
匁
札
一
五
八
万
枚
、
一
匁
札
一
九

O
万
九
千
枚
、
五
分
札
一
七
四
万
枚
、

三
分
札
一

O
六

万

枚

と

あ

り

、

一

一

一

分

札

を

除

き

、

九

O
万
枚
代
の
各
種
銀
札
が
回
収
さ
れ
て
い
る
。
膨
大
な
銀
札

が
交
換
に
よ
っ
て
居
収
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

明治初販の肥前地域における務札怒沼]状況

注

(
l
)
(2) 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(6) 

(
7
)
 

(
8〉
(9) 

(
日
)
(ロ)
(9) 

(
日
)

五
O
万
枚
か
ら

「
官
口
翁
進
達
」
明
治
六
年
数
人
問
間
五
月
ヨ
リ
六
月
迄
第
二
百
一
一
一
十
号
。

同
右
、
明
治
七
年
自
一
月
判
的
六
月
第
百
十
八
号
。

向。「甘
口
氏
問
巡
迷
」
開
明
治
六
年
お
一
同
月
到
六
月
第
四
十
五
号
。

「
諸
綴
伺
設
箆
」
開
明
日
約
六
年
一
月
ヨ
リ
六
月
迄
。

向。問。「
官
省
進
遂
」
明
治
五
年
十
一
月
分
。

「
諸
傾
向
4mm
怨
」
明
治
六
布
十
一
月
ヨ
リ
ム
ハ
月
迄
。

悶
右
、
明
治
六
年
一
月
ヨ
リ
二
月
迄
。

「
官
省
進
達
」
明
治
六
年
数
〈
間
三
月
四
月
分
。

司
刈
。「官
口
市
初
進
遼
」
山
明
治
六
年
発
際
五
月
ヨ
リ
六
月
迄
。
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?壬E同日税李主税納仕訳惑

'iii1 1*1 ilk: 

1.米147，465石

1.金54，020内85銭2奴

内

互設343，815内59銭l1!主 ;定ハオff々 [1安ヲ以34五月上総ノ分

止と内

金127，831内26銭9腹 ;定ハ石代上約一月分ノ0J，I日浴中L中村検査機助
受取5夜警ヲ以E.月上納

金31，411円76銭 楚ハ石代…ー， 二三月分ノ内!日落札中村検資機助受
取紋脅ヲたJ、1i月上総

金35，661内31銭41反 ;経ハ壬刷新税|日落札中村検査機助受取訟:議;

さi五月上納ノ分

五UO，193内26銭7IIT! 楚ハ諮品払下代， 旧洛宇し五月とま内ノ分

金49，241内85銭3照 経ハ言者品在、下代， A仁ド村検まま機助務取吉正答?
を以~'3IîJヲ上納

表 1

穏
税
上
納
、
繁
付
金
返
済
な
ど
に
よ
る

藩
札
毘
収
の
機
相

和
税
上
納
な
ど
で
は
、
明
治
五
年
段
階
で
は
出
藩
札
が
使
わ
れ
て
い

た
。
「
石
代
雑
税
上
納
之
義
一
一
付
締
居
」
と
し
て

八
百
代
五
分
、

月

一
日
限
沼
運
札

山川村
t
よ
り
納

一
金
拾
壱
万
八
千
九
苦
八
捻
四
円

ノ、

ー
よ
り
納
金
井
五
月
石
代
前
金
入
テ

a f'bii'ii立迷J(明治大寺区1九rm-I刊)より作成。

小
以
金

と
あ
る
。

万
四

円
が
藩
札
で
上
納
さ
れ
て
お
り
、
五
代
納

が
議
札
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
藩
札
整
理
が
石
代
納
を
推
進
し
て

い
る
と
も
み
れ
る
内
容
で
あ
り
、
議
札
の
臨
収
が
進
ん
で
い
る
。

議
札
の
罰
収
は
租
税
の
石
代
納
に
よ
っ
て
も
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
様

相
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

!¥ 
七

の
正
砲
と
雄
市
税
の
納
入
内
訳
を
み
れ
ば
、
表

7
の
よ
う
で

あ
る
。
米

四
万
七
問
中
ハ

金
五

O
円
八

ニ
践
が
納

め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
租
税
金
の
う
ち

八
一
五
月
五
九
銭
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鹿
は

で
あ
り
、

ハ
お
代
上
納

」
れ
ら
が
薄
札
で
あ
る
こ
と
は
、
内
訳
に
お
い
て

ハ
燦
々

月
分
ノ
内
、
旧
藩
札
中
村
検
査
機
助
受
取
証
書
ヲ
以
テ
五
月
納
」
な
ど
と
い
ず
れ
も
指
藩
札
で
の
上
納
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ

ヲ
以
当
五
月
上
納
ノ

と
iJ' 

る
。
一
一
一
四
万
一
一
一
八

康
の
内
容
を
若
干
検
討
し
て
お
こ
う
。

万

七

八

六

銭

九

謹

の

内

訳

で

あ

る

が

、

崎
札
で
上
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
中
で
佐
賀
藩
札
が

厳
原
藩
田
代
札
、
問
、
浜

O
万
八
五

O
七
円
余
で
、
上
納
金
の
八
四
%
が
佐
賀
譲
札
で
の
上
納

と
な
っ
て
い
る
。
佐
賀
落
札
の
発
行
額
の
多
さ
が
窺
え
る
。
佐
賀
藩
札
の
中
で
も
金
札
は
一

O
万一一

O
九
九
円
で
、
銀
札
は
ふ
ハ
沼

O
八

円
に
過
、
ぎ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
租
税
な
ど
に
お
い
て
は
、
銀
札
よ
り
も
金
札
で
主
に
上
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

一
円
七
六
銭
の
内
訳
を
み
れ
ば
、
表
9
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
よ
納
金
の
七
四

小
城
港
、

8
に
は
、

7 
の

円

石
代
納
上
納
金
の

丹
分
の

一
万
一
四

明治初期の日目前地域における滋札終;ffJj状況

%
は
佐
賀
議
札
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
銀
札
が
八
九
四
円
余
、
金
札
が
七
一
一
一
六
一
円
余
で
銀
札
の
方
が
多
い
。
小
城
藩
札
で
の

一
方
、
官
有
物
の
払
下
げ
に
伴
う
代
金
で
も
藩
札
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

支
払
い
も
あ
る
。

月
上
納
ノ

の
内
訳
を

厳
涼
器
国
代
、
開
浜
崎
の
落
札
で
上
納
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

円
余
の
諸
口
問
払
下
代
の
上
納
に
も
藩
札
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
銀
札
一
二

み
れ
ば
、

叩
の
よ
う
で
あ
る
。

?
に
あ
る
四

四
六
匁
、
枚
数

九

ゴ
s
J
T
U
4

一
円
同
吋

「

l
Jノ
一
一

Vト

四

七
枚
が
、
こ
の
上
納
に
よ
っ
て
自
殺
さ
れ
て
い
る
。

に
お
い
て
坂
入
さ
れ
た
貨
幣
の
な
か
で
も
、
藩
札
が
主
体
に
な
っ
て
い
た
。

四
県
一
一
テ
遺
払
成
金
引
付
ノ
内
上
納
ノ

ヨ
リ
引
送
米
金
井
ー
の
よ
う
で
あ
る
。

半
未
収
入
高
ノ
内
、

と
あ
る
も
の
の
内
訳
を
示
す
と
、

の
四
県
の
遺
払
残
金
上
納
分
を
み
れ
ば
、

厳
原
県
、
小
城
県
、

金
札
、
証
券
と
あ
る
中
で
藩
札
の
占
め
る
離
合

九
九
七
調
と
正
金
が
比
較
的
多
い
が
、
厳
原
際
、
小
城
県
で
は
殆
ん
ど

の
時
に
は
落
札
が
発
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

し3
0 

に
お
い
て
は
、

両
で

が
藩
札
で
あ
る
。

さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
鹿
島
県
で

こ
れ
ら
か
ら
し
で
も
務
札
が
県
庁
に
か
な
り
収
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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表 8 '1: <'j3Ti代納金お一月上約内訳

f校 事員 17ヨ 訳

金127，831fLJ26銭91史

内

!日佐賀務札
(f，ti) 

三役キLl02，099Pi 此新資102，094円89銭9箆

永375匁 p;j 

2分札=50銭 103，037枚 止ヒ新資51，518内50銭

1分キし=25銭=71，230枚 11 42，807内50銭

2!4と札=12銭5腹立57，711枚 11 7，213内87銭5渡

I朱キL=6銭2IT重工8，952枚 11 555円2銭41反

!日小;総務中L

~札6 ， 342附 止問?笈6，338円8銭4IT立

永406文3分 Vヨ
2分中L=50銭=5，900枚 此来庁貨2，950円

I分寺L=25銭=7，156枚 11 1，789内

2同L=12銭51現=8，505枚 11 1，063円12銭5座

l米札=6銭2J妥=7，568枚 11 469内21銭6箆

ヰ士朱キL=3銭1IT草ニ2，153枚 11 66内74銭3IT立

旧佐賀落札

銀中L478J，翌301匁5分 此新笈6，408円40銭

内

15匁札=20銭=840枚 l叱新資=160内

10分本L=13銭4IT宣=43，000枚 11 5，762円

5匁キL=6銭7!翠ェ7，140枚 11 478河38銭

3分札 H立=5枚 11 2銭

旧成主幹務札

銭札117]雪986匁 此新食982円59銭2J!霊

内

20問中L=16銭7廃ニ2，236枚此新貨372円41銭2)長

10匁札ェ 8銭3J豆=5，621枚 11 466河54銭3底

8匁キL=6銭7康=511枚 11 101内23銭7墜

6匁札口 5銭エ828枚 11 41円主主

t主f設省遂i主J(明治六年予を巨百七月八月分)より作成。
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明治初期の』臨む地域におけるi謀本し怒理状況

言受 9 'I:'わお代納金おι二， コ三月 U:PJ I}~訳

金 在員 内 訳

金31，411円76銭

IAJ 

|日佐1~rl札

金字L7，362雨永812文5分 此新交7，361何98銭9戚

iA] 

2分寺L=50銭ニ8，655枚 此新1'f4，327内50銭

l分札=25銭二二6，851枚 11 1，712f弓75銭

2:51ミ中L=12銭5箆=9，757枚 11 1，219円62銭5厘

l 朱~'L= 6銭2腹立1，647枚 11 202内11銭4滋

IEJ !j、城詩寺本し

金本L6，266岡7}c812文5分 此新資6，262円84銭6s夏

内

2分札=50銭6，969枚 此新:t't3，484円50銭

1分中しニ25銭=5，354枚 11 1，338内50銭

2米札工12(1'支51認=27，584枚 11 948円

1:51と札=6銭2属工6，522枚 11 404円36銭41l互

学朱札口 3銭1脇I=2，822枚 11 87月48銭21滋

!日佐賀浴中し

銀札1，190同156文6分 此新災15，894円56銭5原

内

20匁札=26銭7尿=50，350枚此新資13，443円45銭

15匁札 20銭出2，500枚 11 500内

10匁札ニ13銭4主=5，501枚 11 737河口銭4Mt 

8匁キL=lO銭7s互=4，001枚 11 428円10銭7厩

5匁札 6銭71蛍ニ8，203枚 11 549円60銭 11墜

3匁キレコ 4銭 1，660枚 11 106河64銭

2匁本L=2銭7slI=2，282枚 11 61円4麗

1匁札出 1主主3s立=302枚 11 29月20銭61反

8分中しエ l銭 1s立=655枚 11 7円28銭51烹

5分札口7s霊=3，240枚 11 22門68銭

3分礼二二 41誕=1， 052枚 11 8円28銭8JA

lt i'g-ヂjiJ1ij主J(明治六年災際七月八月分)より作成。
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言受10 沼市Fg予言J:t!l所竹木不Jt31対払下金之内郷中ヨリ取β:分

fを 額

金10，193内26銭7I減

内

!日佐資務中L

!メオ 訳

銀中し5，0041'13631緊 !ヨF米7月14日相場ヲ以取立候分
此会7，417円61銭 3)豆 I 1円ニ付68匁

i};j 

10匁キL=46，306枚此銭4601雪360匁 此金6，769pj58銭 3!!JI 

8匁札=5，500枚 11 441支 11 647円5銭 9腿

3匁札=1枚 11 3匁 11 4銭 4!jjI 

|湾銀本L=58資802匁 3分 JJt新資680円70銭5堕

!日f奈津落札

銭札1001雪406久l

18厳!京務初代発行札

銀札38賞377匁 5分

旧敵B京総浜崎発行中し

銭札49鈴337匁5分

内

8匁宇L=120枚

5匁キL= 10，000枚

3分札=1枚

内

此新質問内70銭

11 60，700円

11 41I宣

止七五U，045円89銭 5腿

20銭キL=5 ， 020枚止と銭1001~400匁 此受注1，045f弓83銭3勝

6銭キL=1枚 11 6匁 11 6銭 2座

J1t金255円32銭2短

内

10匁札ェ2，000枚此銀20rr Jlt告書~209内 11銭 2 !盛

5匁宇L=173枚 J1tj長11河10銭

3匁札 1，000枚 11 30貿 11 30rQ 

l匁札=378枚 11 378匁 11 5内

5分中L=1枚 11 5匁 11 11銭

此金485内57銭 51!立

内

8匁宇L=3，307枚此銭44鐙296匁 J1t1金438円92銭2康

3匁札エ7，639枚 11 幻覚917匁 11 25内36銭 1腹

5分札=4，429枚 11 2雪124匁5分 1/ 21月29銭2!l主

役 f下f省滋i丞J(明治六年炎磁七月八月分)より作成。
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明治初期の肥i卵白j或における札援現状況

察11 上納資総内訳

孟¥ご えだi体県
元長授 l京以

浜a.符 |沼代

1送 本し 3，012両2分3長 250向 3，187雨

三金 キL 240両

IE f戎¥乙 2，997附

証 券 625湾

If'l f長 53j，ljj 

i箆文学小半u 528両 2分2銭

Jに弘1 f長 6，927r苅2分3長 778j:均 3.1附2分2銭

I主f貨物滋巡J(f]fJi台六年炎磁七月八月分)より作成。

姿12 滋札でト新税Jこ納内訳

(明治4年)

元小 j成際 フ主燦あ!呆

3，788附

475雨 3，365f苅1分

40雨2分 246岡1分

112両

4，303間2分 3，723)同2分

(明治5年)

l絵本L897内87銭5底 イ昆{凶絡比較表徴]波以前取立f土ニ付，半未7月148相場
金 l内ニ 1間待

此本し数 2，784枚 ;庭ハ18小城県皮午線税金897内89銭411互2毛之内大i絞

内 銀行証議:1枚立:H土訳替相添右上納絞也
2分中L 1，200枚

l分本L 856枚

25伝杵 624枚

u長札 80枚

学5長本し 20;t文

滋中L5，750P341銭1康 2毛 !日銭:ま守護喜本し

Jl:I七倍幣銀 391笈62;1立 {日倣絡比較表側l波以前段立候ニイ甘さ伊米 7}'j14白線場金

Jlt枚数 79，073枚 H':lニ付68匁替是ハ学米j船主税金7，305円，終泌税金

内 190内75銭合会7，501円5銭ノ内

20匁札 120枚

15匁札 1，200枚

10匁札 12，304枚

8匁本し 3，854枚

5匁キL 20，200枚

3匁キL 33，000枚

2匁札 8，3951女

討'r1主管i草i丞J(明治六年八月九月)より作成。
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雑
税
に
関
し
て
も
藩
札
で
上
納
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
も
う
少
し
検
討
し
て
お
こ
う
。
表
立
は
一
八
七
二
年
段
轄
の
雑
税
を
藩
札

で
納
め
た
状
況
の
一
部
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
落
札
で
八
九
七
円
八
七
銭
五
題
が
上
納
さ
れ
た
部
分
を
み
る
と
、
こ
れ
は
旧
小
城
県

の
雑
税
金
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
藩
札
ニ
七
八
九
枚
が
回
収
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
藩
札
で
五
七
五

O
円
四
一
銭
一
腫
の
上

納
内
訳
で
は
酒
造
税
と
醤
油
税
が
藩
札
で
納
め
ら
れ
、
藩
札
枚
数
は
七
万
九

O
七
一
一
一
枚
と
可
成
り
の
枚
数
に
な
っ
て
い
る
。

石
代
納
金
や
雑
税
を
藩
札
で
納
め
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
、
以
上
の
諸
例
か
ら
も
窺
え
る
。
表
口
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
藩
札
の
発
行

が
な
か
っ
た
領
域
で
は
太
政
官
札
や
正
金
で
納
め
ら
れ
て
い
る
が
、
落
札
の
発
行
地
域
は
殆
ん
ど
が
潜
札
で
の
上
納
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
瀧
税
上
納
に
お
い
て
務
札
が
用
い
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
藩
札
の
回
収
が
進
ん
で
い
る
。

一
八
七
二
年
五
月
段
階
の
雑
税
上
納
状
況
を
み
れ
ば
、
表
日
の
よ
う
で
あ
る
。

円
が
上
納
さ
れ
て
い
る
が
、
佐
賀
溶
は
銀
札
、
農
津
藩
と
厳
原
藩
浜
崎
額
は
銭
札
と
、
ヅ
ゲ
れ
ぞ
れ
の
藩
札
で
雑
税
が

納
め
ら
れ
て
い
る
。
一
八
七
二
年
五
月
な
の
で
、
佐
賀
藩
の
銀
札
は
一
円
に
つ
き
六
八
匁
で
あ
る
と
算
定
さ
れ
て
い
る
。
佐
賀
藩
の
場
合
、
一
一

O
匁
、
一
五
匁
札
が
多
く
、
雑
税
上
納
で
主
な
札
と
な
っ
て
い
る
。
唐
津
藷
と
蔽
原
藩
の
上
納
額
は
多
く
は
な
い
が
、
種
別
加
ご
と
に
藩

札
枚
数
、
金
額
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
落
札
の
処
理
が
鋭
意
行
わ
れ
て
い
た
様
相
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

出
藩
期
の
貸
附
金
を
落
札
で
回
収
す
る
こ
と
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
案
文
に
も
出
て
い
る
。

に
大
蔵
省
紙
幣
察
対
し
て

ムハムハ

一
八
七
一
二
年
十
一
月

旧
厳
原
小
城
潤
藩
貸
前
金
返
納
之
内
、
同
所
製
造
紙
幣
ヲ
以
取
立
候
分
、
壬
申
十
月
大
坂
出
張
紙
幣
寮
江
上
納
致
置
候
処
、
本
年
十

一
丹
別
紙
之
通
ニ
テ
本
綿
相
整
候
件
同
所
出
張
紙
幣
寮
江
差
民
一
一
依
リ
右
請
取
証
ヲ
以
テ
上
納
仕
銭
也

と
い
う
文
書
を
出
す
案
文
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
厳
原
藩
と
小
城
藩
の
貸
附
金
が
藩
札
で
回
収
さ
れ
、
そ
れ
が
紙
幣
寮
に
納
め
ら
れ
て

一
八
七
四
年

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
案
文
は

に
紙
幣
寮
に
提
出
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、

月
十
日
付
で
大
蔵
卿
大
隈
重
一
一
戸
山
名
で
、

警
富
田
厳
原
小
城
両
藩
貸
下
金
之
内
、
取
立
M
H

分
金
六
千
九
百
四
拾
八
月
八
十
五
銭
九
盟
大
坂
出
張
紙
幣
寮
請
取
証
書
一
ヲ
以
上
納
之
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儀
間
届
M
川
、

と
、
六
九
四
八
円
八
五
銭
九
厘
が
紙
幣
寮
へ
納
め
る
こ
と
を
認
め
る
富
を
伝
え
て
い
る
。

旧
藩
県
の
折
の
貸
附
金
の
取
立
分
に
つ
い
て

に
上
納
す
る
よ
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
往
復
日
数
を
含
め
て
二

O
日
以
内
に
取
諜

'̂-

る
こ
と
が
指
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
、

そ
れ
に
対
し
て
佐
賀
県
は
、
証
文
そ
の
他
の
調
査
や
貸
附
人
が
数
百
人
に
及

ぶ
の
で
指
定
期
日
内
で
の
報
告
が
閤
難
で
あ
る
と
し
て
延
期
す
る
こ
と
の
許
可
を
求
め
て
い
る
。
貸
附
金
の
取
立
に
つ
い
て
政
府
は
厳

認し
可い
し態
て度
し，で
るi臨
。ん

で

た

と
カヲ

出
て

る

の
詞
い
に
対
し
て
は
、

八
月

一
日
に
大
蔵
大
輔
井
上
翠
名
で
次
の
よ
う
に

書
面
出
藩
造
紙
幣
管
一
附
取
調
描
予
之
義
中
出
之
通
聞
置
候
条
、
布
賠
限
迄
無
相
違
可
申
出
候
、
尤
証
文
取
揃
之
義
ハ

明治初期の肥前地域における滋札務玉虫状況

書
引
替
取
計
候
義
と
相
心
得
可
申
事

方
、
落
札
の
回
収
は

の
上
納
な
ど
に
よ
っ
て
も
進
め
ら
れ
た
が
、
官
有
物
の
払
下
げ
代
金
の
上
納
も
藩
札
で

ヨ
リ
壬
南
九
月
迄
不
用
物
仕
払
代
金
上
納
之
義
一
一
付
制
御
届
」
と
題
す
る
書
類
に
は
、
次
の
よ

と
あ
る
。

す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

〉
つ
に

れ
て
い
る
。

ヨ
リ
壬
申
九
月
迄
不
用
物
仕
払
下
代
金
故
検
査
謹
劫
中
村
義
心

四
万
弐
千
七
吉
一
一
一
十
四
円
八
十
八
銭
八
鹿
八
毛
引
渡
候
受
取
証
書
得
能
紙
幣
顕
受
敢
誌
ニ

昨
壬
申
五
月
中
西
海
道
派
出
之
節
、
旧
器
札
ヲ
以
テ
金

付
上
納
仕
度
、
小
訳
帳
芥
納
証

共
相
添
此
段
御
届
仕
候
白

明
治
七
年
二
月
五
日

佐
賀
県
擢
令
岩
村
荷
俊

大
蔵
卿
大
隈
喬
一
一
信
殿

不
用
官
物
の
払
下
代
金
四
万

戸七

一
四
円
が
藩
札
で
取
り
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

」
の
状
況
は

に
北
島
佐
賀
県
令
は
内
務
卿
大
久
保
利
通
宛
に
「
壬
申
地
所
其
外
払
下
代
金

八
七
九
年
に
も
出
て
い
る
。
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談13 をゆ雑税五月上納内訳

金 額 i今 W~ 

1.金35，661内31銭41m

内

旧佐賀落札

銀本し7891'"[890匁3分 Jlt会11，616匁3銭 3L夜({立1I弓ニ1168匁)

内

20匁キL= 20，000枚此銀400:l!ittヨi比金5，882円35銭31笠
15匁中し二ご =20，000枚 11300J:雪隠万 441内96銭5膝

10匁本L= =8，964枚 11 89]雪6401=111 1，318円23銭51翠

5匁札 口50枚 11 250日 3内67銭6Jl互

3匁キし= = 1枚 11 3内 H立

同議喜本し

金本L868資665匁 此新貨11，626円23銭 11思

内

20匁礼二ご26銭7座=4，000枚Jlt新賃上068P'J

8匁札 10銭7腹立4，9400枚 11 5，288内80銭

5匁本L=6銭7康 78，693枚 11 5，272円43銭1照

旧成主幹務中し

銭札155寅60B 止と金1，615内28銭8腿(1 I司ニ付96匁)

内

20匁札r =7，680枚J]:I七銭153災600匁此会1，600内

10匁札 1 =146字文 11 1雪460匁 11 15円20銭8!lii:

!日厳涼務浜崎発行本L

銭中L794察118匁 此金7，809月20銭3燈(1円ニ付101匁8分9燦)

内

24匁札=2，995枚此銀 70]者896匁此金 697河口銭800

20匁札=40，422枚 IJ 408]雪440匁 11 4，016円52銭1膝

10匁札口315枚 11 13j雪150匁 M 129内31銭4R霊
5匁札口3，800枚 11 119笈 11 1，170円22銭3康
2匁本L=28，998枚 11 57焚996匁 M 570内32銭 1J妥
1匁札=10，331枚 11 10貿331匁刀 101円59銭3康
2分5箆札口1.71ω枚 N 425匁 N 4円17銭9腹
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明治初期の肥前地域における漆札滋理状況

金 電車

!日般原滋キL
金札 4，228碍永375文

!日飯原漆札

銭キL8芝799匁5分

!日厳原議札

銭本L21 ， 138~240文

内 訳

此新:iii1，838内88銭4庖(偲金1内ニ付36銭)

内
2 分札口 936枚此金 468河此新1~168河48銭
1分札口2，350枚 // 587尚 1/ 211円50銭
HK札=3，852枚1/ 240荷ノ/ 86河67銭
2分札口2，463枚 1/ 1，231阿 1/ 5761弓34銭 2康
1分札=5，541枚 1/ 1，385潟 IJ 648河29銭7ll霊
l米本L出 5，046枚 IJ 315雨 1/ 147円59銭51東

此新焚 48円79銭4燦(会 l円ニ付36銭)

内

2匁5分中L=696枚立此銭 1J佼10匁=此金12両永625文
ニ此新笈4門54銭 5n宣

l匁5分札=169枚=此銭253匁5分:此会3岡永168文8分
:此彩?笈1河14銭 III主

1匁札=505枚=此銭505匁ニ此金6附永312Y:
=此新資2円27銭2題

5匁キL=437枚 z 此銭218匁5分=此金2向。永731文
此新食98銭 3膝

2匁5分札=696枚出此銭1を740匁=此会11j袴永750文
=此来1i1雪10PU7銭9n翠(金l円ニ{寸46銭81翠)

l匁5分中L=906枚=JLt銭u雪359匁=此余6悶永987匁
=此新食7円95銭(上向)

1匁札=2，628枚出此銭2を628匁=此金32泌永850文
=此新食15丹37銭 4n立

5分中Lニ2香171枚ニ此銭1者85匁5分=Jll七念日附永56文
=JLt新銀6月35銭

此事Ii:i;を1.106円96銭 lfl草(金1河ニ付48銭)

内
96銭10]芝文中L=964枚ェ此銭9 ， 254~笠400文-此金9641if，j

口止七新貨662円72銭
96銭 2主主500文札口2，547枚=此銭6，112焚800Y:=此金636雨

エ此新笈3051司62銭
96銭625文札口 2 ， 415枚=此銭l ， 449~~l文:此金150雨

=j]:七新資72月45銭
96銭200文本し=3，223枚ニ此銭318t;f816文=此金64阿

z此新食30PJ52銭 I箆
96銭100文札口3，819枚=此銭366笈324文=此金38肉

=此新銀18内35銭l1!豆
96銭10笈文字L=147枚:此銭1.411佼200文 z此金147阿

:此新焚911司72銭81綬(1円ニ付62銭 4n立)
96銭 2緊500文字しお650枚=此銭1.5001愛文=Jll七銭162阿

出此庁資101円40銭
96銭625文出609枚=此銭365焚400文=此余38悶

:此新貨23円5銭 1!1立

/11-'8"115控透J(明治六年予をま喜七月八月分)より作成。
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上
納
之
義
ニ
付
上
申
案
伺
」
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

壬
申
地
所
其
外
入
札
払
下
代
金
上
納
之
義
ニ
付
上
申
案
侍

一
昨
壬
申
五
月
中
元
中
村
検
査
構
劫
西
海
道
派
出
之
節
、
地
所
其
外
入
札
払
下
代
金
弐
千
百
三
拾
八
円
一
一
一
拾
弐
銭
内
藩
札
ヲ
以
テ
引

渡
候
ニ
付
、
右
間
人
受
取
候
証
書
受
取
置
候
処
、
今
般
更
ニ
得
能
紙
幣
頭
受
取
証
ニ
シ
候
ニ
付
、
則
上
納
仕
度
依
市
小
訳
帳
栴
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添
此
段
上
申
候
也

と
あ
り
、
地
所
其
外
払
一
ト
代
金

一
二
八
円
が
藩
札
で
も
っ
て
納
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
願
い
に
対
し
て

と

一
八
七
九
年
五
月
十
八
日
に
内
務
大
永
一
林
友
章
名
で
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。

の
地
所
不
罵
物
払
下
げ
代
金
の
上
納
状
況
に
つ
い
て
、
若
干
検
討
し
て
お
こ
う
。

の
地
所
不
用
物
払
下
物
代
金
の
上
納
内
訳
で
あ
っ
た
。

相
場
で
上
納
さ
れ
て
お
り
、
藩
札
枚
数
も
一

O
匁
札
四
万
六
一
一
一

O
六
枚
、
八
匁
札
五
六

O
O枚
、
五
匁
札
一
万
枚
と
あ
る
。
ま

藩
で
は
銭
札
一
四
九
貫
が
上
納
さ
れ
、
二

O
匁
札
五

O
ニ
O
枚
、
八
匁
札
一
一
一
一
一
一

O
七
枚
、
一
一
一
匁
札
七
六
一
一
一
九
枚
、
五
分
札
問
一

が
こ
れ
に
よ
っ
て
回
祝
さ
れ
て
い
る
。
厳
原
藩
田
代
領
で
は
銀
札
一
一
一
四
千
枚
余
り
剖
収
さ
れ
て
い
る
。

表
刊
は
一
八
七

で
は
銀
札
五

円
に
つ
き
銀
六
八
匁
の

剖
九
枚

一
八
七
二

に
不
用
物
払
下
代
と
し
て
佐
賀
藩
関
係
の
取
り
立
分
を
み
れ
ば
、
表
日
時
の
よ
う
で
あ
る
。

一
五
匁
札
二
万
九
六
四
八
枚
、

一
枚
と
約
一
一
一

O
万
枚
の
藩
札
が
回
収
さ
れ
て
い
る
。

石
代
納
金
や
雑
税
な
ど
を
藷
札
で
納
め
る
場
合
、
藩
札
と
薪
貨
と
の
交
換
比
備
が
未
定
の
場
合
は
、
そ
の
藷
札

発
行
管
内
に
限
り
認
め
る
と
い
う
政
築
を
と
っ
た
。
こ
れ
は
藩
札
が
藩
域
内
で
の
流
通
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

現
実
に
は
旧
議
域
を
越
え
て
落
札
は
流
通
し
、
ま
た
、

銀
札
一
一
一
三
四
八
貫
が
取
り
立
ら
れ
、

五
匁
札
一

O
万
八
一
四

O
匁
札

五
万
七

0
0
0枚、

八
匁
札
九
万
九
一

七
枚
、

で
の
上
納
は
、

の
器
札
が
流
通
す
る
と
い

に
よ
っ
て
、
旧
藩
域
が
分
割
さ
れ
た
り
、
統
合
さ
れ
た
場
合
に
は
各

に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た
め
政
時
は
藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
比
価
が
定
ま
っ
た
藩
札
で
は
、
租
税



明治初期の肥前地域における務中L1!受理状況
!日佐袋詰寄札でのエド用物払下代金納額 (HJlj治6{ド5バ)

止七金口6，540Fj

= 23， 0881:1J23銭 5尿

11，6621弓

= 7，951内61銭 8腹

11 

11 

I1 

銀札3，3481雪446匁 ーネ来7Fl14日格;坊を以取立候分

(此金49，24lp:j85銭 3康)= 1内ニ付68匁

15匁札=29，648枚此銀=444iを72013

10匁札出157，000枚 11 1， 570J}[ 

8匁本し=99，127枚 11 =793焚16:5な

5匁札=108，142枚刀工540挺790匁

i宝「主主管巡透J(明治六年発iill七月八月分)より{下I;X;。

苦笑14

上
納
に
際
し
で
も
藩
札
で
上
納
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
政
府
は
大
蔵
大
輔
井
上
馨
名
で
「
旧
各
藩
札
之

ニ
付
左
之
通
被
相
違
度
」
と
し
て
、
次
の
文
書
を
遼
し
た
。

旧
各
藩
札
之
義
ニ
付
左
之
通
被
相
違
度

諸
県
新
寵
一
一
付
旧
藩

t
管
轄
地
之
内
調
勝
一
一
民
分
レ
銀
自
従
前
其
地
方
適
用
之
藩
札
取
扱
之
儀
モ
辛

未
七
月
十
四
日
之
棺
場
ヲ
以
テ
双
方
共
交
換
セ
シ
メ
、
右
碍
沼
閉
山
一
限
リ
公
納
一
一
も
受
取
候
様
可
致
旨

間
十
二
丹
十
四
日
御
布
告
相
成
居
候
処
、
右
主
元
来
支
(
管
内
限
通
用
之
為
発
行
之
札
ニ
間
何
連
も
各

謹
相
場
不
同
一
一
付
、
前
陪
日
之
相
場
新
寅
鏑
位
土
木
定
之
分
錯
雑
候
市
川
主
不
都
合
ヲ
醸
外
之
、
必
然
之
義

ニ
付
、
公
納
之
義
主
出
薄
管
轄
地
限
御
差
許
相
成
居
外
処
、
追
t
金
銀
札
之
相
場
治
定
価
格
比
較
表

相
渡
新
貸
与
之
対
価
判
然
棺
成
M
H

、
就

m
z出
器
管
轄
地
江
比
較
表
行
渡
差
支
筋
無
之
向
門
主
、
自
今

新
置
管
轄
内
ヲ
閉
山
従
前
之
正
即
日
一
不
拘
交
通
通
用
公
納
受
取
不
苦
候
、
尤
諸
県
ト
モ
管
轄
外
ハ
是
迄

之
通
可
棺
心
得
、
旦
右
札
一
一
関
係
之
事
務
ハ
辛
来
十
二
月
僻
布
告
之
通
其
発
行
之
出
務
庁
所
属
之
新

県
ニ
関
取
扱
候
義
ト
可
棺
心
得
事

一

月

十

日

大

蔵

大

輪

井

上

欝

こ
れ
は
一
八
七
一
年
七
月
十
四
日
付
で
の
藩
札
と
新
貨
と
の
交
換
比
舗
が
定
ま
っ
た
地
域
で
は
租
税

の
上
納
を
落
札
で
す
る
こ
と
を
認
め
る
留
が
記
さ
れ
て
い
る
。

佐
賀
県
は
、
こ
の
達
と
共
に
、
次
の
文
を
添
え
て
管
内
に
布
達
し
た
。

在
之
通
大
蔵
省
ヨ
リ
披
相
違
候
ニ
付
、
旧
佐
賀
窟
津
小
城
藩
札
之
義
ハ
既
ニ
価
格
表
被
相
渡
侠
ニ
付

雨
之
、
当
県
管
内
限
リ
交
通
公
納
相
用
差
支
無
之
保
条
、
此
段
相
違
候
事

但
旧
佐
賀
唐
津
小
城
藩
札
ヲ
旧
戯
原
藩
管
内
田
代
浜
崎
地
方
一
一
胎
テ
通
用
公
納
棺
用
差
支
無
之
候
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出
代
浜
崎
札
之
義
ハ
米
タ
価
格
表
相
渡
無
之
一
一
付
、
一
見
其
管
内
限
適
用
之
義
ト
可
相
心
得
事

津
、
小
城
の
藩
札
は
比
価
表
が
定
ま
っ
て
い
る
の
で
、
公
納
金
の
藩
札
で
の
上
納
は
差
支
え
な
い
と
し
て
い
る
。
た
だ
旧

厳
原
藩
国
代
札
と
同
浜
崎
札
は
比
儲
表
が
出
米
て
い
な
い
の
で
、
泊
代
札
、
浜
崎
札
は
、
そ
の
発
行
管
内
限
り
で
の
上
納
を
認
め
る
と

い
う
措
罷
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
佐
賀
、
震
津
、
小
域
の
落
札
は
旧
厳
原
藩
国
代
領
、
同
浜
崎
領
内
に
お
い
て
も
よ
納
金
と
し
て
使

え
る
が
、
部
代
札
、
浜
崎
札
は
、
出
佐
賀
藩
、
唐
津
藩
、
小
城
藩
領
域
内
で
は
公
純
金
と
し
て
は
使
用
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
の
ち
、
田
代
札
、
浜
鯖
札
も
比
価
が
定
ま
る
の
で
、
公
納
金
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
政
府
は
こ
の
よ
う
に
器
札
に

つ
い
て
は
詳
細
な
逮
沼
を
定
め
て
い
た
。
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佐
賀
、

以
上
の
よ
う
に
落
札
の
交
換
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
交
換
に
よ
っ
て
佐
賀
藩
札
は
発
行
額
の
ど
の
程
度
が
回
収
さ
れ
た
か
に
つ
い
て

検
討
し
て
お
こ
う
。

日
は
銀
札
の
間
収
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
五

の
う
ち
、

旧
原
中
に
引
き
換
え
ら
れ
、

ま
た

五

九

れ
て
、
こ
れ
、
り
は
紙
幣
寮
掛
員
の
立
合
の
下
で
焼
き
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
四
万

流
通
商
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
一
万
一
二
一
一
一
九
寅
が
石
代
納
金
、
雑
税
、
宮
有
物
払
下
げ
代
金
と
し
て
銀
札
で
上
納
さ
れ
て
い

る
。
流
通
銀
札
の
う
ち
約
二
五
%
は
諮
上
納
物
と
し
て
銀
札
で
間
収
さ
れ
て
い
る
。
新
札
と
の
交
換
高
は

%
の
交
換
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
押
印
高
は

ωよー・

/¥ 

で
約
二
六

で
こ
れ
は
銀
札
の

一
五
%
で
あ
る
。
銀
札
の
う
ち
約
五
O
%
の
鴎

奴
と
押
印
が
此
度
の
交
換
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

日
は
金
札
に
つ
い
て
の
交
換
状
況
で
あ
る
。

一
六
九
四
時
の
う
ち
、

一
四
万
四
五
五

旧
県
の
う
ち
に
回
収

さ
れ
、
ニ
万
五
一
一
一
O
O
需
が
費
付
金
の
退
腕
な
ど
で
上
納
さ
れ
て
い
る
。

流
通
高
は

!¥ 

一
八
O
八
時
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

O
%
は
交
換
開
始
前
に
処
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

一
O
万
七
八
O
八
開
が
石
代
納
な
ど
に
よ
っ
て
金
札
で
回
収
さ
れ
て
お
り
、
流
通

二
朱
の
小
額
銀
札
の
押
印
高
は

万

四
O 

間
で
あ
る
。
交
換
高
は

高
の
約
五
四
%
は
こ
れ
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
て
い
る
。



明治初期の肥前地域におけるF落札務組状況

談15

1.銀本L43，555.t'J522匁3分

JIt金641.110鈎2分永122文

{付

銀本Ll，505 }'.[972匁851

銀本Ll55災291匁1分

残

余キL41，934笈258匁4分

J]:七新1r;r560，618内42銭 81HI

此訳

銀本Ll5，639焚565匁7分

銀札口，238];'τ912匁2分

銀札口，239:W692匁

銀本L203J1.l808匁

銀札589]ヨ472匁

iメォ

20匁オL216貿920闘

15匁宇Ll5j者

10Yl札130資900討

8 匁札29~ヨ 920 白

5匁キL1l2霊[200悶

3匁札33焚294匁

2匁札331従660図

1匁本Ll41ぎ460B

5匁札2雪618悶

小以38，911箆447匁9分

流通商と楚守|

銀札3，0221:"[810匁5分

i湾此新貨40，411PJ90銭5腿

ぬrn1'.i、;Jfj主J(明治六年!fê~耳1三月六 1] 分)

米分l土Ili¥いて
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(~1{;j、し)

羊f 羽J、とilir~~士jー

!日燃や引換札巡回林小丞主主合焼却

当主術i金之内貸附j二リ札自iJI河断

流通高

査合流出先交換尚， fほ内訳各種絡之

I寸断抑印南， fe.内訳各短詩t之

諮上車内之分，似内訳各種L裕之

上ヒ絞炎発災前i!沙;災I[崎県取立{段分， f旦|勾訳各E道路

之

比較表発表後前向断

数失

ゑハ交換札災{也係 k納ノ分2問 i街頭之銀額数本L

棺成{段:!J~



旧佐賀務製送金本L派出管E主主主出候{士訳

人
三巴 訳内

製造荷

綴

1.食中L553，694前永62文5分

内

幾何

i日県中引換札巡回林小Zs:!主立会焼却金本Ll44，555両永315文l分

現存{備金ノ内貸附より札前向誌rr

準備金ノ内上納札前I同級

金本L25，257fffii永125文

金札53天永250文

残

流通商完投札383，828尚永372文4分

止七訳

石代紫外上納」之分，但内訳各種略之

弐朱壱朱漆キし之分交換之分，i旦内訳各磁器各之

診派出先交換分， {段内訳各種路之

金札207，808間永187文5分

金札口，402雨永62文5分

金札184，912潟永937文5分

比絞表発表前jj士長崎県ヒ納札取11.之分金札20，084両永750文

内

弐分札16，469雨永500文

壱分札3，248両

弐朱札357持永250文

宅23長キL10雨

小以金札424，207悶永937文5分

流通商と差引

過剰 是ハ交換札主主他言者上納之分2長引高之金額
士駄目相成{突事

金40，379両永565文l分

一
八
万
四
九
二
一
両
で
金
札
流
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て
回
収の
さ五
れ O
て%
し3 カヨ
る日交
。換

ょ
っ

銀
札
、
金
札
の
剖
収
状
況
か

ら
す
れ
ば
、
石
代
納
金
・
雑
税
・

官
有
物
払
下
げ
で
約
五

O
%が

回
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
藩
札
が
鋭

こ
の
分
野
に
お
い
て
田
収
さ

t主f管省送途J(明治六年奨I羽白沢月六月分)より作成。
朱授の分は除く

れ
て
い
た
こ
と
は
、
石
代
納
の

推
進
を
強
め
た
政
時
の
政
策
が

藩
札
回
収
で
も
大
き
く
機
能
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

貨
幣
制
度
の
統
一
北
は
、
貫
租

体
制
の
転
換
に
よ
っ
て
も
諜
付

け
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
財
政

制
度
擁
立
が
一
連
の
関
連
を
も

ち
な
が
ら
進
ん
で
い
る
こ
と
が

窺
え
る
。



日仏

(
l
)
(
2
)
 

(3) 

(
4
)
 

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(
9〉
(
叩
)

明治初期のill:l吉Ij地域における務札殺迎状況

「
宮
市
鳴
進
途
」
明
治
六
年
数
〈
限
七
月
八
月
分
。

河
お
、
明
治
六
年
明
災
関
七
月
八
月
分
。

向
右
、
明
治
六
年
自
十
一
月
到
し
i

一一月。

向。河
布
、
明
治
七
年
一
月
一
一
月
分
。

河
右
、
明
治
五
年
自
六
月
到
九
月
。

向。「持
活
一
絞
」
開
明
治
六
年
一
月
ヨ
リ
四
月
迄
。

向。お
代
納
、
押
印
、
交
換
な
ど
の
総
額
は
流
通
路
を
越
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
表
凶
を
参
照
。

臨

む
す
び
に
か
え
て

議
札
と
新
貨
と
の
交
換
状
況
に
つ
い
て
き
た
。
佐
賀
藩
札
の
副
収
に
お
い
て
は
、
ま
ず
損
耗
度
の
高
か
っ
た
ニ
朱
札

と
一
朱
札
の
新
貨
と
の
交
換
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
一
八
七
三
年
に
発
行
さ
れ
た
蕃
札
の
紙
質
が
良
く
な
く
、
と
り
わ
け
、
一
一
朱
札
と

一
朱
札
は
流
通
頻
度
も
高
く
損
耗
が
進
ん
で
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
交
換
業
務
は
旧
佐
賀
藩
領
域
で
行
わ
れ
、
交
換

業
務
を
有
力
商
人
が
請
負
っ
た
。
藩
札
回
収
作
業
に
お
い
て
、
有
力
商
人
障
は
維
新
政
府
の
傘
下
に
組
み
込
ま
れ
、
維
新
政
府
は
有
力

商
人
摺
を
動
員
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
換
業
務
の
社
会
的
信
用
を
得
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
。

そ
れ
で
務
札
と
新
寅
と
の
交
換
状
況
に
つ
い
て
は
、

日
よ
り
向
年
四
月
十
七
日
ま
で
に
行
わ
れ
、
膨
大
な
落
札
が
こ
れ
に

の
役
」
で
書
類
が
焼
失
し
た
た
め
に
、
必
、
ず
し
も
十
分
な
考
察
が
で
き
な
い
が
、

ら
は
交
換
と
押
印
が

八
七
八
年
一
二
月

よ
っ
て
回
収
さ
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
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五
銭
未
満
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に
相
当
す
る
務
札
は
押
印
さ
れ
た
が
、
そ
の
枚
数
は
七
九
七
万
枚
と
影
大
な
数
で
あ
っ
た
。
交
換
と
押
印
状
況

に
つ
い
て
は
、
金
額
や
滞
札
枚
数
は
知
れ
る
が
、
落
札
所
持
者
鏑
別
の
動
き
に
つ
い
て
は
自
下
の
所
不
明
で
あ
る
。

藩
札
は
租
税
、
貸
付
金
や
不
用
官
物
払
下
代
金
上
納
な
ど
に
よ
っ
て
も
回
収
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
綿
密
な
ま
と
め
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

交
換
と
押
印
業
務
に
よ
っ
て
回
収
さ
れ
た
藩
札
は
発
行
高
の
約
五

O
%で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
交
換
以
前
に
す
で
に
藩
札
が
屈
服
さ
れ

て
い
た
こ
と
や
租
税
上
納
な
ど
に
藷
札
が
使
揺
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
藩
札
は
各
種
の
方
法
で
回
収
さ
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。


